
STAGE☆演劇空間スペースベン

『馬ノ助 初落語に挑む』
～ライブハウスハミングバードⅡにて～

十和田市	 松本茶舗	 松本恵美子

「今
度
は
落
語
を
や
り
ま
す
ね
ん
。」

植
田
祐
介
の
一
人
芝
居
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
私
だ
が
、　
一
見
似
て
い
て
全
く

非
な
る
落
語
を
彼
は
ど
う
料
理
す
る
か

と
思
う
と
好
奇
心
で
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

５
月
２９
日
、
十
和
田
市
稲
生
町
の
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
Ⅱ
は

落
語
の
演
芸
場
に
変
わ
っ
て
い
た
。

店
内
は
、
マ
ス
タ
ー
エ
藤
さ
ん
苦
心

の
手
作
り
高
座
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

客
が
椅
子
に
す
わ
る
と
、
い
い
具
合
に

話
し
手
を
見
上
げ
る
絶
妙
な
高
さ
だ
。

こ
の
日
は
、
植
田
こ
と
子
午
線
馬
ノ

助
の
独
演
会
で
は
な
く
、
前
座
を
馬
は

な
し
亭
呑
助
（田
貫
）
が
務
め
た
。
ど
ち

ら
も

一
人
芝
居
も
こ
な
す
役
者
だ
が
、

落
語
の
み
で
勝
負
と
い
う
大
胆
企
画
。

開
演
を
待
つ
店
内
。
い
つ
も
の
ラ
イ

ブ
開
演
前
と
は
色欅
つ
硬
い
緊
張
感
が
客

席
に
も
感
じ
ら
れ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、

来
て
い
る
人
達
の
多
く
は
、
役
者
の
落

語
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
展
開
に
な

る
の
か
客
も
緊
張
し
て
い
た
の
か
も
。

な
ん
だ
か
居
づ
ら
い
気
持
ち
の
ま
ま
、

落
語
会
は
始
ま
っ
た
。

物
事
何
で
も
最
初
が
肝
心
。
呑
助
が

本
題
「
つ
る
」
の
前
の
つ
か
み
ネ
タ
の
ジ

ャ
ブ
を
連
打
す
る
が
、
な
か
な
か
客
の

硬
さ
は
ほ
ぐ
れ
な
い
。
私
自
身
、
自
分

の
中
か
ら
自
然
な
笑
い
声
が
出
て
く
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
っ
て
い
る
よ
う
な
変

な
落
ち
着
き
の
な
さ
を
感
じ
て
い
た
。

笑
い
た
い
と
こ
ろ
で
声
を
あ
げ
て
笑

え
な
い
と
い
う
の
は
、
話
し
手
だ
け
で

な
ぐ
客
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
。
予
想

以
上
の
硬
さ
に
呑
助
も
苦
戦
し
た
か
も

し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
、
次
第
に
、
気
持
ち
が
ほ

ぐ
れ
、
客
席
か
ら
自
然
な
笑
い
声
が
出

る
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
は
会
場
は
笑

い
声
と
拍
手
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

呑
助
の
善
戦
奮
闘
の
甲
斐
も
あ
り
、

場
の
空
気
は
少
し
和
ら
い
で
い
た
が
、

ま
だ
ま
だ
、
硬
い
空
気
の
中
で
、
馬
ノ

助
の
出
番
。

演
目
は

「は
て
な
の
茶
碗
」。

茶
店
で
出
さ
れ
た
１
つ
の
水
漏
れ
す

る
湯
呑
茶
碗
を
め
ぐ
っ
て
、
日
銭
稼
ぎ

の
油
売
り
と
京
都
で
も
名
う
て
の
大
棚

茶
道
具
屋
主
入
金
兵
衛

（茶
金
）
と
の

や
り
取
り
の
後
、
廃
棄
寸
前
の
欠
陥
茶

碗
が
奇
遇
な
縁
で
天
子
様

（当
時
の
天

皇
）
の
箱
書
き
を
も
ら
い
、
つ
い
に
は

千
両
の
値
が
つ
く
と
い
う
、
人
情
噺
に

茶
碗
の
出
世
物
語
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
、

と
て
も
小
気
味
良
い
噺
。

落
語
の
本
題
に
入
る
前
の
つ
か
み

で
、
会
場
内
の
笑
い
を
取
っ
た
か
と
思

う
と
、
い
つ
の
間
に
か
私
は
、
二
百
年

前
の
徳
川
時
代
、
京
都
の
商
人
町
を
腕

組
み
し
て
覗
く
見
物
人
の
一
人
に
な
っ

て
い
た
。

登
場
人
物
は
多
種
多
様
。
端
役
も
入

れ
て
セ
リ
フ
の
あ
る
人
物
が
な
ん
と
８

人
。
油
売
り
は
ち
ょ
い
と
や
く
ざ
だ
け

ど
義
理
堅
い
大
阪
モ
ン
、
茶
金
は
大
人

物
の
京
商
人
、
こ
の
二
人
だ
け
で
も
両

極
端
な
人
格
な
の
に
、
こ
の
他
、
生
粋

京
都
人
の
小
さ
な
茶
店
の
主
人
や
ら
、

茶
道
具
屋
の
少
々
オ
ツ
ム
の
軽
い
丁
稚

ど
ん
や
生
真
面
目
番
頭
、
茶
碗
に
千
両

の
値
を
つ
け
る
大
阪
の
大
富
豪
、
果
て

は
気
取

っ
た
お
公
家
さ
ん
に
天
然
系
お

天
子
さ
ん
ま
で
、
こ
ん
な
に
多
く
の
種

類
の
人
を
、
馬
ノ
助
は
実
に
器
用
に
色

を
付
け
、
演
じ
分
け
て
い
た
。
話
と
と

も
に
彼
の
中
か
ら
は
ま
る
で
ド
ラ
え
も

ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
次
々
と
別
の

人
格
が
出
た
り
入

っ
た
り
し
て
会
話
を

つ
な
げ
て
い
く
。
噺
の
中
に
引
き
込
ま

れ
て
い
た
私
は
登
場
人
物
各
人
の
性
格

や
生
い
立
ち
、
服
装
ま
で
イ
メ
ー
ジ
で

き
て
い
た
は
ど
だ
。

一
人
芝
居
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
自
由

に
動
く
こ
と
も
で
き
る
の
に
、
落
語
で

は
座
布
団

一
枚
の
上
と
い
う
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
、
小
道
具
も
扇
子
と
手
ぬ

ぐ
い
だ
け
。
し
か
も
、　
一
人
芝
居
の
セ

リ
フ
は

一
人
の
人
物
だ
け
、ま
さ
に
「
一

人
の
芝
居
」
な
の
に
対
し
て
、
落
語
は
、

複
数
の
人
間
の
会
話
を
再
現
す
る
た
め

人
格
自
体
を
瞬
時
に
入
れ
替
え
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
制
約
の
中
で
多
様
な
事

象
を
明
確
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
落
語
は

一
人
芝
居
と
は
対
照
的
だ
。

特
に
今
回
の
演
目
は
落
語
表
現
の
醍

醐
味
を
象
徴
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
初

落
語
と
し
て
は
か
な
り
大
胆
な
挑
戦
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
お
客
の
私
は
充
分
に
笑
い
、

ホ
ロ
ッ
と
も
さ
せ
ら
れ
、
楽
し
め
た
。

FANS(856～860回 )「だべり場 2010.07」 入場無料	※演劇上演はありませんが、夢を語る場です。

■八戸市柏崎1-11-8
TEL.	0178-43¨ 9876
FAX.	050…3588¨8350
携 帯.	080-6025¨ 0990

※特別番組以外全て午後7時30分～、料金/一般前売400円	 高校生以下100円 (当 日100円増)

※チケツトはスペースベンにて販売。スペースベンの上演内容は、本一ムページまたはメールマガジ

ンでご確認下さい。

巨王]htp://spaceben.com/		1=メ ーノロowner@spacebencom
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月号 2010539号
八戸市六日町10いわとくパルコ3F
TEL・ FAX	0178-44-6636

三浦由起子 さん(26歳)に聞く

毎月ご愛読ありがとうございます
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フリーアナウンサー

夢か幻か………………………柾 谷 伸 夫
常夏の島………… …̈…………栗谷川奈々子
遊びの移り変り̈ ¨̈ ¨̈ ……鶴 谷 孝 一

花火…………………………¨̈ 三 浦 綾 子
夏の日のおもひで……………しもさき博之
「夏に来てね」・…………………泉 山 るみ こ

●今月のテーマエッセイ		 夏に遊ぶ

7月号好評発売中!
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